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　東条川二期地区は、兵庫県播磨地域の北東部
に位置し、三木市、小野市及び加東市の 3市に
またがる約3,400haの水田地帯です。雨が少な
く温和な気候の瀬戸内気候区に属しており、年
平均気温は14.7℃、年平均降水量は1,254mmと
なっています。
　本事業では、老朽化が進行している施設の改
修と併せて、水需要に対応した用水系統の見直
しを行い、これと一体的に、必要な耐震性を有
していない施設の耐震化のための整備を行うこ
とにより、農業用水の安定供給、施設の維持管
理の費用と労力の軽減及び国土資源の保全を
図り、農業生産性の向上及び農業経営の安定に資することを目的としています。
　本工事の対象である船木池は、1959年（昭和34年）に竣工しているアースフィルダムで堤高
31.0m、堤頂長334.0m、総貯水量926,000㎥ と65年に亘り地域の農業経営等の安定に資しています。
本工事は、船木池堤体の上下流側に押え盛土約20,000㎥ を施工するとともに、貯水池内の取水塔
（H=23.9m）及び管理橋等の耐震補強、導水路等の損傷している施設の改修を行う工事です。
　本貯水池は上水道との共有施設であり、事前に落水することができず、工事を進めながらの設計
照査を行うなど非常に難易度の高い工事ですが、関係者一丸となり、昨年のかんがい期中に無事に
導水路改修工を完了することができました。まだ 2年の工期を残していますが、各年度の営農に支
障をきたすことが無いように、監督員様のご指導の下、現場関係者と力を合わせて無事故無災害で
の完工を目指してまいります。
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　本工事は、国営東条川農業水利事業（昭和22年度～39年度）で造成された船木池堤体の耐
震化対策及び付帯施設の老朽化対策を実施するものです。
　現場は、地すべり防止区域に近接しており、また狭小な市道と工事用道路が錯綜するなど
制約条件が厳しい中、接触事故や施工時の重機災害を防止し、さらに天災時の緊急対応に備
え、安全な作業環境を確保した施工計画で進められています。このような現場条件の中、監
理技術者の兼子所長には、現場で発生するさまざまな課題に対して、迅速かつ最善の方法を
計画・実施していただいており、円滑に工事が進められています。また、本地区の工事安全
管理対策協議会の会長として、他工事の安全管理指導にも尽力されており、大変感謝してい
ます。
　最後まで安全第一で、品質と工期を両立させる姿勢を期待しています。引き続き、無事故・
無災害で工事完成が迎えられますよう、よろしくお願いします。

（りんかい日産建設株式会社は、令和 8年 4月 1日に「RN建設株式会社」に社名変更しました。）

　質量体の設置後には質量体背面における振動レベ
ルの低減が確認され、計測点によって差はあるも
のの、おおむね1～ 3dB程度の低減効果が得られた。
これらの結果から質量体は、掘削作業などの建設振
動に対して有効であることを確認した。

3.2 振動系を用いた適用事例 
　建物床面の共振によって振動が増幅するケースを
想定し、振動系を適用した事例を紹介する。図 6に

振動系の適用状況を、図 7に振動系および振動レベ
ル計の配置を示す。なお、本事例では、振動系設置
前後における振動の相対的な差を確認するため、振
動加速度レベルを用いて評価を行った。評価対象と
したのはユニットハウス床の振動であり、振動系設
置前後の振動加速度レベルから振動低減効果を検証
した。
　振動系A（共振周波数：9.3Hz）は対象とするユニッ
トハウス床面の共振周波数に合わせて調整し、さら
に振動系B（共振周波数：9.7Hz）を併用することで、
低減効果が得られる周波数範囲の拡大を図った。図
8に振動系設置前後の振動加速度レベルを示す。
　設置後の結果において、振動系Aの共振周波数で
ある9.3Hz付近で4dB、振動系Bの共振周波数である
9.7Hz付近で2dBの振動加速度レベルの低減を確認
した。
　これにより、共振周波数をずらした振動系を複数
適用することで、低減効果が得られる周波数域を
拡張できることを確認した。また、振動系は、質
量体では対応が難しい16Hz未満の振動に対して有
効であり、質量体と組み合わせて適用することで、
建設振動対策の適用範囲を広げられることを示し
た。

4 おわりに
　本稿で紹介した二種類の防振堤については、2020
年にそれぞれ特許を取得している（質量体：特許第
6785535号、振動系：特許第6240842号）。また、広
く社会での活用を図ることを目的として、2024年に
はNETIS（登録番号：TH-240016-A）への登録を行っ
ている。防振堤はいずれも大規模な掘削や構造物の
構築を必要とせず、伝播経路上の地盤へ配置するだ
けで適用可能であることから、施工性および安全性
に優れた建設現場向けの振動対策技術である。今後
は、さらなる適用事例の蓄積を通じて、防振堤の効
果や適用条件に関する知見を深めるとともに、建設
現場の多様なニーズに応じた展開を図っていく予定
である。

図 6　振動系の適用状況

図 7　振動系および振動レベル計の配置

図 8　振動系設置前後の振動加速度レベル
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